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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
よ
り
戸
沢
村
政
運
営
に
対
し
、
特
段
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
、
昨
年
の
世
相
を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」
に

『
災
』
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
昨
年
は
日
本
列

島
各
地
を
襲
っ
た
豪
雪
に
始
ま
り
、
台
風
や
地
震
、
豪

雨
等
に
よ
る
異
常
気
象
が
多
発
し
ま
し
た
。

　
本
村
に
於
い
て
も
、
昨
年
八
月
に
二
度
に
わ
た
る
豪

雨
災
害
に
よ
り
、
村
内
各
地
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
幸
い
に
も
人
命
に
関
わ
る
事
態
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力

で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
当
に
、
我
々
を
取
り
巻
く
諸
環
境
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
行
・
地
域
産
業
の
衰

退
、
こ
れ
に
伴
う
集
落
機
能
の
衰
退
や
自
然
災
害
・
鳥

獣
被
害
の
多
発
に
よ
り
、
厳
し
さ
が
増
し
て
き
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
総
じ
て
税
源
に
乏
し
く
厳
し
い
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
事
も
事
実
で
あ
り
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
な
が
ら
日
々
行
政
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
二
十
八
年
四
月
よ
り
地
方
創
生

版
「
戸
沢
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
事
業

が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
。
村
の
「
第
四
次
戸
沢
村
総
合

計
画
」
を
支
援
し
、
着
実
な
実
現
に
向
け
た
各
政
策
の

展
開
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
小
中
学
校
校

舎
一
体
型
「
戸
沢
学
園
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
分

を
残
し
て
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。
念
願
の
総
合
幼
児

保
育
施
設
「
戸
沢
保
育
所
」
に
つ
き
ま
し
て
も
完
成
し
、

村
内
の
「
保
小
中
」
一
貫
教
育
体
制
が
実
現
に
向
け
た

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
振
興
策
と

し
て
の
「
戸
沢
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
」
は
、

着
実
に
実
施
し
て
お
り
、
養
豚
施
設
の
「
山
形
戸
沢
フ

ァ
ー
ム
」
事
業
も
具
体
的
に
動
き
だ
し
て
お
り
、
今
後

の
農
業
振
興
に
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
・
広
域
事
業
等
の
関
連
政
策
に
つ
い

て
も
、
予
定
通
り
完
成
や
継
続
事
業
と
し
て
進
ん
で
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
幾
ら
ハ
ー
ド
事
業
等
が
整
備
さ
れ
て
も
、

肝
心
の
中
身
が
上
手
に
機
能
し
な
け
れ
ば
設
置
効
果

が
生
き
て
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
真
摯
な
気
持
ち
で
村

政
運
営
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

謹
ん
で
新
年
の

　

お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す

戸
沢
村
長

　
　

渡
部　

秀
勝
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
議
会
活
動
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

る
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
豪
雪
に
は
じ
ま
り
一
時
四
ｍ
近
い
記
録
の

と
こ
ろ
も
あ
り
、
除
雪
に
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
農
作
業
も
順
調
に
進
み
、
畑
に
水
不
足

が
気
に
な
り
は
じ
め
た
矢
先
の
八
月
に
は
、
二
度
に
渡

る
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
蔵
岡
地
区
で
は
角
間
沢
川
の
内

水
上
昇
に
よ
り
、
床
上
・
床
下
浸
水
を
は
じ
め
と
す
る

被
害
を
受
け
、
南
部
地
区
へ
の
主
要
県
道
は
、
二
箇
所

に
わ
た
っ
て
仮
設
道
路
で
の
通
行
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
の
荒
廃
や
農
地
被
害
な
ど
、
北

部
地
区
に
お
い
て
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

来
春
の
作
付
け
ま
で
の
復
旧
対
応
や
作
付
け
補
償
に

関
し
て
は
、
国
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
へ
村
と
の
連
名

で
要
望
書
を
提
出
し
、
さ
ら
に
最
上
地
域
全
体
で
も
要

望
活
動
を
実
施
し
て
、
甚
大
な
被
害
状
況
を
伝
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
対
応
に
よ
っ
て
不
安
が
解
消
さ

れ
る
ま
で
、
議
員
一
同
が
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、
国
政
で
は
改
正
入
管
難
民
法
の
成
立
や
新
元

号
の
制
定
な
ど
様
々
な
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
本
年
は
統
一
地
方
選
挙
を
控
え
、
首
長
・
県
議
会

や
夏
に
は
参
議
院
と
我
々
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ

れ
ま
す
の
で
、
民
意
を
問
う
重
要
な
時
期
を
迎
え
ま

す
。
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
村
の
人
口
も

四
、七
〇
〇
人
を
割
り
込
み
、
将
来
は
三
千
人
台
ま
で

減
少
す
る
と
の
推
計
も
あ
り
ま
す
が
、
当
議
会
に
お
い

て
も
「
地
方
創
生
調
査
研
究
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、

議
員
の
立
場
で
調
査
研
究
を
行
い
、
住
民
が
安
心
し
健

康
で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
戸
沢
村
を
目
指
し
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
皆
様
の
意
見
を
各
議

員
に
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
穏
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
村
民
福
祉
向
上
の
た
め
創
意
工
夫
し
な
が

ら
、
皆
様
と
と
も
に
手
を
携
え
て
、
自
立
に
向
け
て
の

諸
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
尚
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　

戸
沢
村
議
会
議
長

　
　

早
坂　

文
也
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

ロが選ぶ水上観光船30選で

　最上川舟下りが第１位に！

沢保育所が開所！

　104名の園児が大集合！ 校生以下のお子さんの

　　　　医療費が無料に！

プ

戸
高

　全国の旅行会社の投票によって選ばれる「第
１回プロが選ぶ水上観光船30選」において、
最上川舟下りが第１位に選ばれました。夜行船
やこたつ船など、季節に応じた取り組みが評価
され、最多得票を獲得しました。

　村内の４つ（神田・戸沢・古口・角川）の保
育所が統合し、104名の園児による共同生活が
スタート。現代の保育ニーズに応えるべく、０
歳児保育などの新たな保育の形も加わり、より
生活に密着した保育所に。

　平成30年の戸沢村は、「統合
保育所の開所」や「新庄・古口
道路開通」、「白糸の滝のライト
アップ」など、様々な出来事が
ありました。
　その中から、広報とざわに掲

載した注目度の大きかった出来事をピックアップ
し、戸沢村の平成30年を振り返します。

　村内の子育て世代の方が安心して暮らして
いけるように出生時からの医療費無料の範囲
を拡大しました。医療費無料の対象は、０歳児
から18歳までの方です。

　
平
成
30
年
の
出
来
事

1
月

●
新
春
の
つ
ど
い

●
中
井
町
・
戸
沢
村
青
少
年
ふ
れ
あ
い

交
流

2
月

●
第
4
回
角
川
雪
回
廊
物
語

3
月

●
蔵
岡
紙
風
船
ま
つ
り
２
０
１
８

●
第
31
回
新
春
カ
ラ
オ
ケ
大
会

4
月

●
新
戸
沢
保
育
所
開
所

●
新
教
育
長
に
市
川
重
保
氏

●
東
北
電
力
と
の
「
災
害
時
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結

●
新
戸
沢
駐
在
所
落
成
式

●
最
上
川
舟
下
り
安
全
祈
願
祭

●
春
季
消
防
演
習

5
月

●
と
ざ
わ
旬
の
市

●
第
38
回
モ
モ
カ
ミ
・
ゴ
ミ
バ
ス
タ
ー

ズ
大
作
戦

●
白
糸
の
滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

6
月

●
戸
沢
村
水
防
訓
練

●
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

7
月

●
戸
沢
村
消
防
操
法
大
会

●
第
26
回
と
ざ
わ
ス
ポ
レ
ク
祭

●
村
内
郵
便
局
及
び
新
庄
郵
便
局
と
の

「
包
括
協
定
」
を
締
結

●
新
庄
古
口
道
路
（
津
谷
～
古
口
間
）

開
通

8
月

●
戸
沢
村
成
人
式

●
㈱
山
形
戸
沢
フ
ァ
ー
ム
と
の
「
環
境

保
全
協
定
」
を
締
結

　
●
第
14
回
サ
マ
ー
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会

●
中
井
町
・
戸
沢
村
青
少
年
ふ
れ
あ
い

交
流

9
月

●
戸
沢
村
戦
没
者
追
悼
式

●
戸
中
生
に
よ
る
「
村
へ
の
提
言
」

10
月

●
第
19
回
村
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
公
式
ワ

ナ
ゲ
大
会

11
月

●
と
ざ
わ
旬
の
市

●
と
ざ
わ
芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
除
雪
隊
安
全
祈
願
祭

12
月

●
戸
沢
村
産
玄
そ
ば
供
給
契
約
調
印
式

●
「
雪
ば
な
な
」
誕
生
発
表
会

平成30年の
戸沢村を
振り返る

広報とざわ

3月号
2 0 1 8

広報とざわ

3 月号
2 0 1 8

広報とざわ

5 月号
2 0 1 8
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健センター利用者数

　　　　　　5,000人突破！

内初の自動車専用道路！

　　　新庄古口道路開通！

便局と災害発生時等の

　　　　包括協定を締結！

域の安全強化へ

　新戸沢駐在所落成！

糸の滝

　ライトアップがスタート！

保

村

郵

地

白

　平成29年４月にオープンし、介護・認知症
予防に取り組んできた保健センター。オープン
から１年２ヶ月後の平成30年６月、延べ利用
者数が5,000人を突破しました。

　地域高規格道路「新庄古口道路（津谷～古
口間）」約2.2㎞が開通。この道路は、新庄市本
合海から古口に至る新庄古口道路（約10.6㎞）
の一部として計画されたものです。

　情報集能力の強化などを目的とした、災害発
生時等の包括協定を村内及び新庄郵便局と締
結し、今後の協力体制を確認しました。

　村内の２つの駐在所（戸沢・古口）が１つと
なった新戸沢駐在所の落成式が行われました。
４月より２名体制となったことで、夜間の出動
が可能になるなど、地域の安全強化が図られて
います。

　日本の滝100選に選ばれ、最大落差約120ｍ
を誇る村を代表する滝が金・土・祝前日限定で、
ライトに照らされた幻想的な姿に。

　
平
成
30
年
の
出
来
事

1
月

●
新
春
の
つ
ど
い

●
中
井
町
・
戸
沢
村
青
少
年
ふ
れ
あ
い

交
流

2
月

●
第
4
回
角
川
雪
回
廊
物
語

3
月

●
蔵
岡
紙
風
船
ま
つ
り
２
０
１
８

●
第
31
回
新
春
カ
ラ
オ
ケ
大
会

4
月

●
新
戸
沢
保
育
所
開
所

●
新
教
育
長
に
市
川
重
保
氏

●
東
北
電
力
と
の
「
災
害
時
の
協
力
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結

●
新
戸
沢
駐
在
所
落
成
式

●
最
上
川
舟
下
り
安
全
祈
願
祭

●
春
季
消
防
演
習

5
月

●
と
ざ
わ
旬
の
市

●
第
38
回
モ
モ
カ
ミ
・
ゴ
ミ
バ
ス
タ
ー

ズ
大
作
戦

●
白
糸
の
滝
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

6
月

●
戸
沢
村
水
防
訓
練

●
村
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

7
月

●
戸
沢
村
消
防
操
法
大
会

●
第
26
回
と
ざ
わ
ス
ポ
レ
ク
祭

●
村
内
郵
便
局
及
び
新
庄
郵
便
局
と
の

「
包
括
協
定
」
を
締
結

●
新
庄
古
口
道
路
（
津
谷
～
古
口
間
）

開
通

8
月

●
戸
沢
村
成
人
式

●
㈱
山
形
戸
沢
フ
ァ
ー
ム
と
の
「
環
境

保
全
協
定
」
を
締
結

　
●
第
14
回
サ
マ
ー
リ
ー
グ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会

●
中
井
町
・
戸
沢
村
青
少
年
ふ
れ
あ
い

交
流

9
月

●
戸
沢
村
戦
没
者
追
悼
式

●
戸
中
生
に
よ
る
「
村
へ
の
提
言
」

10
月

●
第
19
回
村
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
戸
沢
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
公
式
ワ

ナ
ゲ
大
会

11
月

●
と
ざ
わ
旬
の
市

●
と
ざ
わ
芸
術
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
除
雪
隊
安
全
祈
願
祭

12
月

●
戸
沢
村
産
玄
そ
ば
供
給
契
約
調
印
式

●
「
雪
ば
な
な
」
誕
生
発
表
会

広報とざわ

7 月号
2 0 1 8

広報とざわ

5 月号
2 0 1 8

広報とざわ

7 月号
2 0 1 8

広報とざわ

8月号
2 0 1 8

広報とざわ

8月号
2 0 1 8
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

　10月26日（金）、本村が東北電力新庄営業所より防犯灯
（ＬＥＤ）７基の贈呈を受けました。
　東北電力新庄営業所からは、毎年防犯灯をいただいてお
り、今回寄贈された防犯灯は、村道岩清水津谷線沿いに設
置される予定となっております。夕方や夜間に道路を照ら
し、通行の際の安全確保に役立てられます。
　この度の寄贈、ありがとうございました。

　12月５日（水）、戸沢村役場にて、第４回定例会が行われ、
戸沢小学校６年生の児童35名が議会傍聴に訪れました。
　当日は、村議会議員による一般質問を見学し、議員によ
る質問や村長の答弁の様子に真剣に耳を傾けていました。
その後、議場に入場し、実際に議会が行われている議場を
見学しました。
　今回の議会傍聴で、村を動かす中枢部分を目の当たりに
し、戸沢村の事をよく考えるきっかけになったのではない
でしょうか。

東北電力より防犯灯贈呈

　12月１日（土）、ぽんぽ館にて、戸沢村産玄そば供給契
約調印式及びそば焼酎試飲会が開催され、生産関係者らが、
販売元であるやまがた酒彩倶楽部と玄そば供給契約を結び
ました。
　やまがた酒彩倶楽部の田中浩一会長は、『そば焼酎「や
まがたそば街道」は県内外から高い評価を得ている。もっ
と多くの方に知ってもらいたい。』と語っていました。当
日の試飲会では、村関係者やそば生産者がそば焼酎の豊か
な香りと甘みを味わいました。

そば焼酎の豊かな香りと味わいにほろよい

　12月10日（月）～ 11日（火）にかけて、戸沢小・中学
校の給食に最上伝承野菜の「角川かぶ」を使ったメニュー
が登場しました。
　10日は塩こんぶ和え、11日はボルシチ風スープとして
提供されました。11日には生産者の田中悦夫さんをお招
きし、角川かぶについての紹介や生産の苦労についてお話
いただきました。子どもたちは「おいしい」「また食べたい」
とペロリと完食。角川かぶの魅力に触れることができたよ
うでした。

角川かぶが給食に登場

戸小６年生が議会傍聴
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　12月14日(金)の年金支給日にあわせて、村内の各金融機
関と村防犯協会青色パトロール実施者が、合同で特殊詐欺
への注意を呼び掛けました。
　戸沢村内においても、振り込め詐欺に繋がる恐れのある
不審な電話や、架空請求のハガキが複数確認されておりま
す。身に覚えのない請求や、還付金があるといった電話な
ど、不審に思うことがありましたら、警察または役場へご
連絡ください。

　12月19日（水）、ぽんぽ館にて、「雪ばなな」誕生発表
会が行われ、関係者らを対象に栽培施設の見学や生育状況
の説明などが行われました。
　「雪ばなな」は、ぽんぽ館の温泉熱を利用し栽培されて
いる東北初の国産バナナ。現在は、７品種86本のバナナ
がハウス内に植えられており、南国ムードたっぷり。収穫
は31年春頃をめどに行われるとのこと。そして、収穫後
はぽんぽ館での直売や加工販売などが予定されています。

　12月12日（水）に中央公民館図書室にて、第2回「えほ
んの森」が行われました。今回は、「くれよん」の皆さん
の絵本の読み聞かせとクリスマスソングのヴァイオリン、
ピアノ、ギターの生演奏が行われ、４組の親子がゆったり
とした楽しいひとときを過ごしました。
　乳幼児期の子どもへの読み聞かせは、読解力を育てるた
めに大切で、優しさや情緒豊かな子どもを育てることに有
効な活動です。えほんの森は来年度より毎月開催予定です。
多くの方の参加をお待ちしてます。

　12月17日（月）、戸沢小学校にて、戸沢小３年生の
児童25名が門松づくりを行いました。
　当日は、始めに門松の作り方や歴史などを講師を務
めた乙夜塾の方々から教わり、その後実際に門松づく
りを体験しました。
　参加した児童は「初めてだったけど楽しかった」、「も
う一度やりたい」などと思いおもいに門松づくりを楽
しんでいました。制作された門松は小中学校の玄関な
どに飾られ、新年を迎える準備が整えられました。

第２回えほんの森

戸小３年生が門松づくり体験

特殊詐欺にご注意を

「雪ばなな」に期待膨らむ
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　12月25日（火）、戸沢保育所にて、なし団子づくりが行
われました。
　当日は、乙夜塾や古口長寿会より11名の方が講師とし
て訪れ、園児と一緒になし団子づくりを行いました。
　園児らは、大きな杵をもち豪快に餅つき。その後は、き
れいに飾りつけを行っていました。
　参加した園児の中には「餅つきが楽しい」、「もっと飾り
つけしたかった」などといった園児もおり、思いおもいに
なし団子づくりを楽しんでいました。

　12月20日（木）、戸沢村役場にて、交通事故防止のため
のカーブミラー４基が贈呈されました。これは地域の交通
安全に役立ててもらおうと、もがみ中央農業協同組合、全
国共済農業協同組合連合会山形県本部より寄贈されたもの
です。
　今回いただいたカーブミラーは、破損したカーブミラー
の交換や各地区会より要望のあった場所に設置される予定
となっています。
　この度の寄贈ありがとうございました。

カーブミラーが寄贈されました

園児がなし団子づくり体験
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展示貸出期間：2019年２月末日
　この貸出期間の間、山形県内図書館（室）
職員399名がテーマを元に選んだ、18冊（内
図書室未所蔵の本は除く）を別展示、貸出し
ております。
　「わかる！」と共感した方も、「この本が？」
と思った方も、ぜひぜひ本を手に取り読んで
みて下さい。
　皆様のお越しをお待ちしております。

図書室夜間開放 
１月・２月は雪が深
くなるので、夜間開
放はおやすみです。
３月からまた開始し
ます。

山形県図書館大賞2018
～人生の転機になった１冊～

水道管の凍結破損にご注意ください！

　冬場、気温が氷点下４℃以下になると水道管の中の水が凍結しやすくなります。水道が凍結すると、蛇口から水
が出なくなるばかりでなく、水道管が破裂することがあります。天気予報などに注意して、水道管を凍結から守り
ましょう。なお、冬期間不在になる場合は建設水道課水道下水道係に閉栓の届出を提出してください。
　■水道管が凍結しやすい状況
　①真冬日（１日中気温が氷点下のとき）が数日続くとき
　②水道管が保温されずにむき出しになっているところ
　③冬場に長期間留守にするとき
　■凍結を防ぐ方法
　①水抜栓を使用する

　ご家庭によっては、水道管を凍結から守るために水抜栓が設置されています。設置されている場所は屋外、
屋内など様々です。水抜栓の場所と操作方法を確認しておきましょう。また、冬季に長期間留守にする場合は
水抜栓を閉めてください。

　②保温材や凍結防止ヒーターを使用する
　　　詳しくは、最寄りの戸沢村指定給水装置工事事業者にご相談ください。
　■水道管が凍結したら．．．

　宅内の水道管が凍結すると水道水が出なくなります。凍結したと思われる部分にタオルなどを被せ、ぬるま
湯をかけてゆっくりと凍結部分を溶かしてください。熱湯を使用すると、急激な温度変化により水道管が破裂
することがありますので、ご注意ください。

　■水道管が破裂したら．．．
　水抜栓を閉め、早急に最寄りの戸沢村指定給水装置工事事業者に修理を依頼してください。その他不明な点
がございましたら、下記までお問い合わせください。

問合せ先　建設水道課水道下水道係　☎0233-72-2547
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▼ 新しく就職等された方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　新しく就職等された方は、下記の（1）、（2）の手続きが必要です
　
（1）国民健康保険の喪失手続き　

どこで 健康福祉課①窓口
誰がする 本人が行うものです。（家族等も可）
必要なもの 国民健康保険証（お返しください）

加入した社会保険等の保険証（加入した方全員）
保険料について 届出月の翌月以降、再計算なります。（届出日により変更になる場合もあります）

（2）国民年金の喪失手続き　

どこで 会社等が行います。（厚生年金への手続き）
誰がする 会社等が行います。（厚生年金への手続き）
配偶者を扶養する場合 会社等が行います。（１号被保険者→３号被保険者への手続き）

▼ 離職等された方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　離職等された方は、下記の（3）、（4）の手続きが必要です。
　　※勤めていた会社では手続きしません。
　　※社会保険等の任意継続保険・家族を扶養の方は手続きが必要かを確認してください。
　
（3）国民健康保険の取得手続き　

どこで 健康福祉課①窓口
誰がする 本人が行うものです。（家族等も可）
必要なもの 離職日の確認できる書類（扶養家族がいた場合は、扶養していたことが確認できる書類）

保険証以外の他の医療証等をお持ちの方は、ご持参下さい。
保険料について 取得月から国民健康保険料が発生します。（世帯主に通知されます）

届出月の翌月以降、計算なります。（届出日により変更になる場合もあります）

保険料の軽減について
　
　

会社の倒産・解雇などにより離職された方が対象になります。
（ハロ－ワ－クの雇用保険受給資格者証の離職理由番号での確認となります。）
（離職理由番号は１１,１２，２１，２２，２３、３１、３２，３３，３４に該当の方です。）

（4）国民年金の取得手続き　

どこで 健康福祉課①窓口
誰がする 本人が行うものです。「２０歳～６０歳未満の方が対象」（家族等も可）
必要なもの 年金手帳

離職日の確認できる書類
障害年金等を受給している方は、年金証書等をご持参下さい。

配偶者を扶養していた場合 配偶者の手続きが必要となります。（３号被保険者→１号被保険者へ）
保険料について 取得月から国民年金保険料が発生します。（口座振替の場合は手続きが必要です。）
保険料納付免除について 所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合、免除制度があります。

（保険料を全額納付したときに比べ、将来受取る年金額が少なくなります。）

　手続きには、　①印鑑　　②本人確認できるもの（運転免許証など）　　③マイナンバーまたは個人番号が
記載された通知をご持参ください。

問合せ先　健康福祉課医療介護係　☎0233-72-2364

就職や離職等による保険・年金手続きのお知らせ
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除雪・雪下ろしは安全第一！

油の流出に注意！

危機対策課からのお知らせ

総 務 課 か ら の お 知 ら せ

　交通遺児がその逆境にもめげず、勉学に励み、すこやかに成長されること念願し、贈らせていただきます。
皆様の温かい善意とご協力に心より感謝申し上げます。

山 形 県 交 通 安 全 母 の 会 連 合 会
戸 沢 村 交 通 安 全 母 の 会

（事務局）戸沢村危機対策課情報交通係

　平成31年３月１日任期満了による戸沢村長選挙の立候補予定者・出納責任者説明会を開催します。立候補届
出に係る書類関係や選挙運動等について説明します。
日　時　平成31年１月15日（火）10時から	 場　所　戸沢村役場３階会議室
戸沢村長選挙投票日　平成31年２月24日（日）	 告示日　平成31年２月19日（火）

交通遺児募金のご協力ありがとうございました！

戸沢村長選挙立候補予定者・出納責任者説明会について

　１月11日（金）から２月３日（日）は、「雪害事故防止強化月間」です。１月から２月にかけては、降雪が多く
なる時期ですので、十分注意して除雪作業を行いましょう。
　■「雪下ろし・除雪作業」を行う際の注意点
　①２人以上で作業。やむをえず１人で行う場合は、家族や隣近所に声を掛けま

しょう！
　②作業前には、流雪溝や水路等の危険個所を確認しましょう！
　③ハシゴをしっかり固定し、昇降時は特に注意しましょう！
　④高所作業中は足を滑らせないように注意。ヘルメットや命綱等の安全対策を

しましょう！
　⑤除雪機に詰まった雪の除去は、エンジンを止めてから行いましょう！
　⑥軒下での作業は、屋根からの落雪に注意しましょう！
　⑦無理をせず、こまめに休憩を取りましょう！

　一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから、灯油などの油類が漏れ出し、河川などへ流れ出す事故が増えて
います。事故を起こすと油の撤去に費用が掛かります。油の回収に要した費用は、事故を起こした原因者が負担す
ることになりますので、ご注意ください。
　■油流出事故を防ぐための心掛け
　①その場を離れない
　　ホームタンクなどから灯油を小分けするときには、絶対その場を離れないようにしましょう！
　②配管の場所には目印を
　　除雪による配管の破損を防ぐために、目印を立てておきましょう！
　③落雪に注意して
　　屋根からの落雪による配管の破損・脱落やホームタンクの点灯に注意しましょう！
　④定期点検を怠らない
　　配管やホームタンクの定期点検に努めましょう！

問合せ先　危機対策課防災保護係　☎0233-72-2152

～交通安全は家庭から～
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産業振興課からのお知らせ

建設水道課からのお知らせ

住民税務課からのお知らせ

　やまがた緑環境税で支援する県民参加の森づくり活動の募集を行います。
支援する活動内容　①豊かな森づくり活動　　　　②自然環境保全活動
　　　　　　　　　③森や自然とのふれあい活動　④木に親しむ環境づくり
募集期間　平成31年１月７日（月）～２月７日（木）まで
問合せ先　産業振興課地域づくり推進係　☎0233-72-2527
　　　　　最上総合支庁森林整備課森づくり推進室　☎0233-29-1348
※事業の実施については、平成31年度予算成立が前提となりますのでご了承願います。

未来応援商品券とは？
　子育て世帯と村内事業所のつながりを生み出すことにより、村内の消費を拡大し、村内商工業の振興と子育
て世帯の負担軽減を目的とした商品券です。
購入対象者　①平成30年９月30日時点で平成12年４月２日以降に生まれた子どものいる子育て世帯
　　　　　　②平成30年９月30日までに母子手帳の発行を受けた妊娠中の方がいる世帯
販 売 期 間　平成30年11月18日（日）～平成31年２月28日（木）※売れ切り次第終了
有 効 期 限　平成31年２月28日（木）まで　※左記の期限を過ぎると利用できません
購 入 方 法　対象となる世帯へ事前に送付されている「未来応援商品券購入対象世帯該当のお知らせ」と身分
　　　　　　証明書（免許証等）を持参のうえ、もがみ北部商工会戸沢事務所にてご購入下さい。
問 合 せ 先　もがみ北部商工会戸沢事務所　☎0233-72-2665

　平成31・32年度に戸沢村が発注する、建設工事・測量コンサル・物品購入等に係る競争入札等に参加しよう
とする方は、事前に登録が必要ですので資格審査申請を行ってください。
受　付　期　間　　平成31年２月１日～２月28日（土・日・祝祭日を除く）
受　付　会　場　　戸沢村役場建設水道課建設係
申　請　方　法　　郵送又は持参による申請
申請書有効期限　　平成31年４月１日～平成33年３月31日（２年間）
提出書類様式　　戸沢村様式、山形県公共工事契約業務連絡協議会統一様式又は、国土交通省統一様式
　　　　　　　　　（詳しくは、戸沢村HP又は下記担当へお問い合わせください）
提出・問合せ先　　山形県最上郡戸沢村大字古口270　戸沢村役場建設水道課建設係　☎0233-72-2547

　間もなく、村県民税の住民税申告と所得税の確定申告が始まります。平成30年分の申告相談期間は、平成31
年２月12日（火）～３月15日（金）です。申告は住民税（村県民税）、国民健康保険料、介護保険料、後期高
齢者医療保険料、子ども手当、保育料などを算定する基礎資料となる大変重要なものです。所得がない方でも
所得がない旨の申告を行わないと未申告者となり、各種保険料を算定する際に不利になる点が多くなりますの
で、ご注意ください。来場の際は、事前に資料や領収書を揃えてお越し願います。（１月中に全戸配布予定の「申
告相談のお知らせ」に詳しく記載がありますのでご参照ください。）
問合せ先　住民税務課税務係　☎0233-72-2326

平成31年度山形県みどり豊かな森林環境づくり推進事業を募集します

未来応援商品券発売中！

平成31・32年度 競争入札参加資格申請について

住民税申告と確定申告について
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	地域おこし協力隊奮闘記	 集落支援員
■
今
月
の
鶴
川
幸
代
隊
員社

会
福
祉
協
議
会
の
安

　
　
　

食
さ
ん
が
企
画
さ
れ

た「
お
正
月
リ
ー
ス
づ
く
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
紙
の
紐
で
作
り
ま

し
た
が
、
藁
の
し
め
縄
づ
く

り
と
原
理
は
一
緒
。
皆
「
楽
ん
ね
～
」
と
口
を
揃
え

て
黙
々
と
手
を
動
か
し
ま
す
。
思
い
お
も
い
に
飾
り

つ
け
を
し
て
、
自
分
だ
け
の
リ
ー
ス
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
！

　

ま
だ
ま
だ
寒
さ

は
続
き
ま
す
が
、

冬
の
間
の
楽
し
み

方
を
み
つ
け
て
素

敵
な
年
越
し
を
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
鶴
川
慶
三
隊
員２

０
１
８
山
形
ふ
る

　
　
　

さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞　

今
回
も
映
像
制
作
な
ど
で

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

高
屋
駅
か
ら
望
む
最
上

峡
を
バ
ッ
ク
に
角
川
太
鼓
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
は
い
っ
と
～
に
共
演
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

撮
影
の
為
に
わ
ざ
わ
ざ
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
撮
影
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｆ

Ｆ
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
と
て
も
躍
動
感
の
あ
る

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

製
作
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
雄
大
な
背
景
を
提
供
し
て
く
れ
た
最

上
峡
に
感
謝
で
す
。

■
今
月
の
鈴
木
英
策
支
援
員

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し

　
　
　

て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

今
年
も
さ
ら
に
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
12
月
24
日
に
角
川
里
山
カ
フ
ェ
す
っ
ぺ
家

は
1
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
ま
わ
り
の
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

「
続
け
る
」
だ
け
で
は
な
く
「
何
か
を
生
み
出
す
」

よ
う
な
場
所
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Vol.37



●14 ●

村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

　11月１日より、新庄駅を起点とした市内循環バスの運行が開始され
ました。病院、公共施設のほか、買い物にも便利な路線設定となってお
ります。周辺町村にお住いの皆様のご利用も可能です。運賃、運行予定
等については新庄市ホームページに掲載されているほか、津谷駅、古口
駅でも掲示しています。
　新庄駅からのお出掛けに、ぜひご利用ください。
問合せ先　山交バス(株)新庄営業所　☎0233-22-2040

新庄市よりお知らせ　新庄市営バス「まちなか循環線」が運行します

「
県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

　
ー
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

○
日
時　
1
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

9
時
30
分
～
15
時
30
分

○
場
所　
山
形
県
立
庄
内
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
立
職
業

能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３
４�

３
１�

２
７
０
０

「
東
北
一
斉　

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　
無
料
電
話
相
談
会
」

○
日
時　
1
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　

10
時
～
19
時

○
対
象　
Ｂ
型
肝
炎
患
者
又
は
そ
の
家

族

○
相
談
電
話

　
　
　　
０
２
２�
７
２
１�

１
０
９
１

○
問
合
せ
先　
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁

護
団
事
務
局

　
　
　

☎
０
１
２
０�

７
６�

０
１
５
２

「
山
形
大
学　

エ
リ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス

　
も
が
み　

共
生
の
森
も
が
み
活
動

　
報
告
会
」

○
日
時　
1
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

○
場
所　
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ

○
問
合
せ
先　
最
上
地
区
市
町
村
教
育

委
員
会
協
議
会　

　
　
　

☎
０
２
３
３�

３
２�

１
８
９
０

「
最
上
地
区　

平
成
30
年
度
地
域
未

　
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

○
日
時　
2
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

○
場
所　
新
庄
市
民
プ
ラ
ザ

○
内
容　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

○
申
込
・
問
合
せ
先　
最
上
総
合
支
庁

総
務
企
画
部
総
務
課
連
携
支

援
室

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
９�

１
２
３
８

※
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、「
角
川
元
気
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
参
加
し
ま
す
。

「
第
9
回
ゆ
め
り
あ
寄
席
」

○
日
時　
2
月
9
日
（
土
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

○
場
所　
ゆ
め
り
あ　

ホ
ー
ル
ア
ベ
ー

ジ
ュ

○
出
演　
柳
家
〆
治
、
古
今
亭
志
ん
吉

○
申
込　
1
月
11
日
（
金
）
よ
り
開
始

○
申
込
・
問
合
せ
先　
ゆ
め
り
あ　

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
８�

８
８
８
８

「
第
14
回
陸
上
自
衛
隊
第
6
師
団
音

　
楽
ま
つ
り
」

○
日
時　
2
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

11
時
開
演　

15
時
開
演

○
場
所　
や
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル

○
応
募
締
切　
2
月
4
日
（
月
）
必
着

○
問
合
せ
先　
陸
上
自
衛
隊
第
6
師
団

司
令
部
広
報
室

　
　
　

☎
０
２
３
７�

４
８�

１
１
５
１

「
か
つ
ろ
く
ス
ぺ
ナ
ビ
講
座

　
受
講
生
募
集
」

○
日
時　

2
月
28
日
（
木
）、
3
月
1

日
（
金
）、
6
日
（
水
）
各

日
18
時
30
分
～

○
応
募
締
切　
2
月
15
日
（
金
）

○
問
合
せ
先

　
　　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
　
　

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３
３�

３
２�

１
８
８
８

「
羽
州
も
が
み
の
火
消
人
展
」

○
開
催
期
間　
3
月
31
日
（
日
）
ま
で

○
場
所　
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
り
あ
「
も
が
み
体
験
館
」

○
問
合
せ
先　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
２�

２
６
７
４

「
新
庄
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
［
介
護
福
祉

　
士
養
成
科
］
の
案
内
」

○
開
催
時
期　
平
成
31
年
4
月
～
平
成

33
年
3
月
ま
で
（
2
年
間
）

○
問
合
せ
先　
新
庄
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　

☎
０
２
３
３�

２
９�

２
１
２
１
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　村ではこの度、若者総合施設及び生涯学習センター（旧神田小学校）の指定管理者を募集します。
施 設 名 称　	①若者総合施設（若者センター及び野球場、多目的グラウンド等）　　②生涯学習センター
指 定 期 間　	平成31年４月１日～平成34年３月31日（３年間）
応 募 資 格　	村内の企業又は村内に住所を有する法人等（個人は応募できません）
募 集 期 間　	平成31年１月15日（火）～平成31年２月15日（金）
応募・申請先　	①総務課政策調整係　☎72-2117　　　②共育課社会教育体育係　☎72-2304

　昨年、県民からの公募によって決定した、山形の真っ赤なさくらんぼが図柄にな
ったナンバープレートの交付が始まりました。新車・中古車購入時はもちろん、現
在乗っている車にも同じ番号で取り付ける事ができます。
費用　7,870円（中型登録車）、8,500円（軽自動車）上記金額に1,000円以上の寄付

を納付するとフルカラーの図柄入りプレートが交付されます。
申込・問合せ先　（一社）山形県自動車整備振興会　☎023-686-4834

『平成30年度12月１日発行の「広報とざわ12月号」において、誤りがございました』
○Ｐ６　「東北電力より防犯灯贈呈」の掲載写真に誤りがあり、正しい記事をＰ６に掲載しております。

『平成30年度12月１日発行の「広報とざわ豪雨特集号 号外」において、誤りがございました』
○Ｐ９　誤：「JA全農山形」→ 正：「JA山形」
以上のように訂正し、ここに謹んでお詫び申し上げます。

〈災害へあわれた方へ〉
　災害により住宅や家財などに損害を受けた場合は、雑損控除等の適用を受けることができます。
問合せ先　新庄税務署　☎0233-22-5111　※自動音声でご案内します。
面接相談日時　平成31年１月15日（火）～１月31日（木）（土・日を除く）　９時～ 16時
　　　　　　　※面談相談は事前予約制になります

若  者  総  合  施  設　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 の指定管理者を募集します
戸沢村生涯学習センター　　　　　　　　　　　

『さくらんぼナンバープレート』の交付が始まっています

新庄税務署よりお知らせ「確定申告にあたって」

日程 内容 場所 時間
8日 母親教室・母子手帳交付 保健センター 13：30～
23日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

25日

3・4 ヶ月児健診
　平成30年9・10月生

保健センター 13：30～
9・10 ヶ月児健診
　平成30年3・4月生

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も

広
報
と
ざ
わ
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

先
月
は
、「
雪
ば
な
な
」

の
誕
生
発
表
会
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
バ
ナ
ナ
と
言

っ
た
ら
南
国
で
育
つ
イ
メ

ー
ジ
。
こ
ん
な
寒
い
地
域

で
育
つ
わ
け
が
な
い
と
思

い
つ
つ
、
い
ざ
！
バ
ナ
ナ

ハ
ウ
ス
へ
。
中
を
見
渡
す

と
、
４
．
5
メ
ー
ト
ル
も

の
高
さ
の
バ
ナ
ナ
の
木
が

び
っ
し
り
。
そ
し
て
、
ま

だ
青
い
で
す
が
バ
ナ
ナ
が

し
っ
か
り
と
な
っ
て
お
り
、

ま
る
で
南
国
に
来
た
か
の

よ
う
で
し
た
。
収
穫
は
、

31
年
の
春
ご
ろ
に
な
る
と

の
こ
と
。
雪
ば
な
な
の
成

長
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
月
か
ら
ま
た

新
た
な
1
年
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
広
報
紙
を
ご
覧

に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
今
年
1
年
が
素

敵
な
1
年
と
な
り
ま
す
よ

う
に
。

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
81

募集種目 募集期間
自衛官候補生

（男女）
平成30年12月8日（土）　

　～平成31年1月18日（金）
試験期日 試験場所 採用時期
平成31年

1月26日（土）
陸上自衛隊
神町駐屯地

合格者
に通知

自衛官等の募集について

問合せ先　新庄地域事務所　☎0233-22-5057

健康カレンダー（1月分）



満一歳児（12月生まれ）満一歳児（12月生まれ）
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村の人口と世帯
（11月末現在） 4,601人（ー10人）〈男2,193人（ー5人）、女2,408人（ー5人）〉1,613世帯（ー1世帯）※（  ）内の数値は、10月末現在との比較

表紙のことば
　表紙は、戸沢保育所で
のなし団子づくりの様子
です。園児たちは、おじ
いちゃん・おばあちゃん
に教えてもらいながら、
丁寧に団子づくりと飾り
つけを行っていました。

　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほしいと
の願いを込めて、戸沢村の満一歳になる子どもさんを紹介します。
　今月は、12月に満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前　②地区名　③ご両親からお子様へ
のメッセージ）

①芦原　成登さん

　　　　優香さん

②蔵岡

③これからも健康で元気に大きく育って

　ね！

 齋藤　千咲ちゃん 芦原　壮真くん
ち さ そうま

①齋藤　祥太さん

　　　　郁恵さん

②十二沢

③お姉ちゃんと仲良く、元気で優しい子

　に育ってね！

12月11日

生まれ

12月14日

生まれ
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